
 

２０２５年１０月９日 

イオン北海道株式会社 

 

 

未来に伝えたい北海道の宝物「北海道遺産」へ 

「ほっかいどう遺産ＷＡＯＮ」の寄付金を贈呈いたします 

 

 イオン北海道株式会社（以下、当社）は、１０月１３日（月・祝）、「ほっかいどう遺産Ｗ
ＡＯＮ」のご利用金額の一部を寄付金としてＮＰＯ法人北海道遺産協議会（以下、北海道遺
産協議会）に贈呈します。 
 
 北海道とイオン株式会社は、双方が持つ資源を有効に活用し、北海道の一層の活性化と道

民サービスの向上に協働して取り組むことを目的に、２０１１年７月に包括連携協定を 

締結し、その取り組みの一つとして「ほっかいどう遺産ＷＡＯＮ」を発行しました。このＷ

ＡＯＮをイオングループ各店舗やＷＡＯＮ加盟店で利用していただくことにより、その利

用金額の一部を北海道遺産協議会に寄付し、各地の北海道遺産を次代に引き継いでいく活

動に役立てていただいています。 

  

２０２４年度の「ほっかいどう遺産ＷＡＯＮ」の寄付金総額は１,７３７万８,８１８円と

なりました。今年度の寄付金の活用先として、雨竜沼湿原の「ラムサール条約湿地登録２０

周年事業」や「下の句かるた次世代育成事業」など３２件が選定されています。 

また、今年度から新たに複数の北海道遺産所在地域が連携して事業を行い、ほかの地域の

モデルとなるような事業「広域先導モデル枠」として「パシフィック・ミュージック・フェ

スティバル修了生コンサート ｉｎ 利尻島」など４つの地域の事業に対して活用されます。 

なお、２０１１年度からの寄付金累計は約１億７,８９２万円となりました。 

 

 当社は、今後ともお客さまに便利にご利用いただけるＷＡＯＮを通じて、未来へ伝えたい

北海道の文化や自然などの保全活動を支援してまいります。 

 
 
【「ほっかいどう遺産ＷＡＯＮ」寄付金贈呈式について】 
 
 
１．日 時： ２０２５年１０月１３日（月・祝） 

１３：００～１４：００ 
 
２．場 所： 北海道庁旧本庁赤れんが庁舎 
        ２階赤れんがホールＡ 
 
３．贈 呈 先： ＮＰＯ法人 北海道遺産協議会 
 
４．贈呈金額： １,７３７万８,８１８円 
 
５. 贈呈対象期間： ２０２４年３月１日～２０２５年２月２８日 
 
６．出 席 者： 北海道            知事       鈴木 直道 様 
  （予定）  ＮＰＯ法人北海道遺産協議会  会長      小玉 俊宏 様 

イオン北海道株式会社     代表取締役社長 青栁 英樹 
 

 

【本件に関するお問い合わせ】 

イオン北海道株式会社 コーポレートコミュニケーション部 電話:０１１-８６５-９１１１ 
 
 
 

ＮＥＷＳ ＲＥＬＥＡＳＥ 



〈利尻島の漁業遺産群と生活文化〉 〈内浦湾沿岸の縄文文化遺跡群〉 <函館西部地区の街並み〉 

＊北海道遺産の一例＊ 

【ご参考】■２０２５年度寄付金による 「ほっかいどう遺産ＷＡＯＮ」助成先活動一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 



■「ほっかいどう遺産ＷＡＯＮ」の概要について  

発 行 日： ２０１１年７月２８日 

発行手数料： ３００円（税込）※１ 

累計寄付金額： １億７,８９２万４７１円 

発 行 枚 数： 約３５万１,９０１枚（２０２５年２月末現在） 

寄付活用先： 北海道遺産に活用 

使用可能カ所： 道内で２万７,０００箇所※２（２０２５年６月末時点） 

使用カ所一例：イオン系列スーパーや「郵便局」、「セイコーマート」「ローソン」「ファ

ミリーマート」、「ＤＣＭ」、「ツルハ」、「サツドラ」、「サンドラッグ」、

「マクドナルド」、「しまむら」、「ビックカメラ」、「アピア※」、      

「ステラプレイス※」、「さっぽろ地下街※」、「サンピアザ※」、     

「デュオ※」、「エスコンフィールドＨＯＫＫＡＩＤＯ」、        

「札幌市内各区役所戸籍住民課」など ※一部店舗を除きます。 

 

※１ カード型の電子マネーＷＡＯＮは北海道内のイオン、イオンスーパーセンター、マックスバリュ、       

フードセンター、ザ・ビッグなど１３９店舗にて販売。またイオンのトータルアプリ「ｉＡＥＯＮ（アイイオン）」

または「イオンウォレット」をダウンロードいただき、ＡＥＯＮ Ｐａｙチャージ払いおよびＷＡＯＮタッチの支

払いをご利用時に「ほっかいどう遺産ＷＡＯＮ」をご当地応援先として設定することでもご利用いただけます。 

（スマートフォンでのＡＥＯＮ ＰａｙおよびＷＡＯＮの発行手数料は無料です。) 

※２ 自動販売機・タクシー・ドライバー端末を除く 

 

■北海道遺産について  

次の世代へ引き継ぎたい有形・無形の財産の中から、北海道民全体の 

宝物として選ばれたのが「北海道遺産」です。北海道の豊かな自然、   

北海道に生きてきた人々の歴史や文化、生活、産業など、各分野から  

選ばれております。２００１年１０月２２日に第１回選定分２５件が、

２００４年１０月２２日に第２回選定分２７件が、２０１８年１１月  

１日に第３回選定分１５件が、２０２２年１０月１３日に第４回選定分

６件と名称変更１件が決定・公表され、北海道遺産は総計７４件となりま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



※海岸クリーン活動・北海道遺産見学の実績と計画 

北海道遺産に関わる取り組みついて 

（一例） 

◆北海道イオン同友店会で海岸のクリーン活動、北海道遺産の見学を実施 
当社とイオンモール株式会社が北海道で運営する各ＳＣ（イオン・イオンモール）に出店して

いるテナント企業の組織体である北海道イオン同友店会では、２０２２年度より北海道遺産協

議会の皆さまのご協力のもと道内各地での海岸のクリーン活動と北海道遺産の見学を行ってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そのほか、北海道との取り組みついて 

当社は、北海道との包括連携協定を基に、ご当地ＷＡＯＮを通じた寄付をはじめとして、

まちづくり活動の推進や環境保全活動など、さまざまな取り組みを実施しています。 

（一例） 

◆「サッポロ生ビール黒ラベル」の売上の一部を北海道内の子ども食堂へ寄付 
サッポロビール株式会社との共同企画で、北海道内の子どもの居場所づくり支援のため、「サ

ッポロ生ビール黒ラベル」の売上の一部を北海道を通じて、北海道内の子どもの学習支援２団体

に寄付するキャンペーンを実施しました。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ＳＤＧｓの取り組み 

ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）は、持続可能な世界を実現するために国連サミットで採択された、    

２０３０年までの国際目標です。 

この取り組みはＳＤＧｓの目標４，８、９、１１、１４，１５、１７の達成に貢献します。イオン北海道

は今後もＳＤＧｓの取り組みを推進してまいります。 

 

 

 

▶「北海道イオン同友店会」 

紋別市の海岸で実施したクリーン活動 

 

◀サッポロ黒ラベルの売上の一部を 

北海道内の子どもの学習支援２団体に寄付 

 

クリーン活動 北海道遺産見学

紋別市の海岸 「ガリンコ号とオホーツクタワー」に関連する施設の見学

別海町の海岸 「野付半島と打瀬船」の野付半島を散策

松前町の海岸 「福山（松前）城と寺町」の散策

登別市の海岸 「登別温泉地獄谷」の見学

２０２５年　実施


